
 

 

 

 

 

 

令和 5 年度全国学力・学習調査の結果を受けて 
本年度は国語・数学・英語（含む話すことテスト）の調査が行われました。岐阜県の中学校は全ての教科で全

国平均を上回っていますが、本校は県平均、全国平均ともに下回る結果となりました。結果を受けて、その分

析と今後の指導等についての方針を示します。ご家庭での声かけの一助にしていただけるとありがたいです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

双葉中は、美濃加茂市ＦＲＯＭ-０歳プラン２・富加町教育新生プランを推進しています。 

美濃加茂市富加町中学校組合立双葉中学校 

№９ 大きく育て 
双葉中だより 

令和５年１２月１日 

学校の教育目標 あたたかく（善意）かしこく（追究）たくましく（挑戦） 

【国語】 

○調査の結果からの分析 
語彙力や歴史的仮名遣いなどについては、ある程度定着しており、県平均や全国平均を上回ってい 

ます。しかし「読むこと」の学力に弱さが見られます。読み取りをするときに「引用」「常体と敬体」

「問いかけを用いる表現」などの表現の工夫をする力が不十分です。 
◇今後の向上策 

「読むこと」については、表現の効果や技法を丁寧に説明し、短作文を書く活動を仕組んでいきたい

と思います。 
 
【数学】 

○調査の結果からの分析 

記述式の問題の正答率は、全国平均より低くなっています。これは「見通しをもって問題に取り組

む力」「自分の考えをもつ力」「粘り強く解決する力」に弱さがあります。学習において、「考えを説

明する活動」「批判的に考察し、その理由を話し合う活動」などが不十分です。 

◇今後の向上策 

見通しをもって問題に取り組むために、既習事項と関連付けて、問題を捉えることができるように

し、解決の糸口をつかませて主体的に学習に取り組めるようにしていきます。また、問題解決の過程

を振り返って大切な考え方を見いだすことを大切にしていきます。 
 
【英語】 

○調査の結果からの分析 

記述式の問題については、英文を読んで、内容をつかむ力や自分が考えた理由を表現する力に弱さ

が見られます。また、疑問詞の使い方や不規則に変化する動詞形が十分身に付いていないため、文章

を作る学習が不十分です。 

◇今後の向上策 

単語や文法などを身に付けるために、家庭で繰り返し反復練習を行ったり、練習問題に取り組んだ

りすることが大切です。また疑問詞を使った英作文で、易しい日本語をベースに、自分の知っている

英語表現で英作できるよう指導していきます。 
 
【質問紙】 

○調査の結果からの分析 

本校の傾向として、協力的な家庭が多く、食事や就寝などの基本的な生活習慣が身に付いている生

徒が多いです。自己肯定感も全国、県平均を上回っています。自分だけでなく仲間を思いやる気持ち

も高いです。 

一方、家庭学習では「休日でも学習時間が１時間以下」という生徒が 30％以上見られ、これはゲ

ームやＳＮＳに時間を費やしすぎることが要因であると考えられます。 

◇今後の向上策 

本校生徒は保護者や教師と良好な関係を築いている生徒が多いです。今後も家庭と協力をしなが

ら、きめ細やかな配慮と言葉がけを続けていきます。学習については、苦手な部分について計画を立

てて勉強することができるよう、学習計画の立て方や家庭学習の大切さ、自分で成果を確かめて、学

習を継続することができるよう指導していきます。ご家庭でのご協力をよろしくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈１２月の行事予定〉 


